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②　情報提供票を活用する場合

　平成 年 月 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

　入院施設のある診療所と同一敷地内にあり、日常的な内科や整形外科、眼科、耳鼻科といった診療
や医学的管理ついては、診療所の協力を得ることができる　　　とりわけ高齢者は内科以外いくつも
の疾患を併せもたれている方が多く、顔なじみの診療所の看護職員に健康管理上の助言を得ている
　また脱水や嚥下障害など一時的に入院の必要な場合でも、隣の診療所で入院できることで、早期に
退院しホームの慣れた環境に戻れることで、環境の変化による認知症の進行を防ぐことができる
　あわせて介護職員はここ数年退職者がほとんどなく、顔なじみのスタッフがいることにより入居者
も安心して生活されている

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

   ホームは設立後５年２ヶ月を経過しているが、職員は、日常の介護の中堅となる経験５年以上の者９
名を含めて１６名で、利用者の日々の体調に気を配りながら介護を進めている。又、職員は社員とし
て勤務しており(別に２名非常勤)、年間の入退職者は極めて少数で、その上、管理者が技能の習得に
熱心で、介護福祉士資格者が５名在職し、更に今年度も、資格取得を目指して受験する者が控えてい
る。
又、ホームは経営主体の運営法人のクリニックと同じ敷地内にある関係で、日常的に医師、看護師の
指導を受けられるので、利用者や、ご家族から安心を頂いている。そして、敷地はゆったりとして余
裕があるので、天候が良ければ日光浴などで楽しんでいる。
食事は栄養士の指導によるメニューにより職員によって用意され、カロリー、食事形態は個人ごとに
配慮して提供している
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【評価機関概要（評価機関記入）】

訪 問 調 査 日

  特定非営利活動法人　近畿マネジメント・サポート・センター
  〒546-0035　大阪市東住吉区山坂五丁目５番１４－１０３号

評 価 機 関 名
所 在 地

【事業所基本情報】

大阪府阪南市箱の浦４５２番地の３

平成 評価結果市町村受理日 平成

所 在 地

自己評価作成日

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

作 成 日 平成

2779500640
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【事業所概要（事業所記入）】

　　認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護

① 基本情報リンクURLを記入　② 別紙情報提供票のとおり

①　介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

 別紙情報提供票のとおり

株式会社ティー・エッチ・アイ
事 業 所 番 号
法 人 名

グループホーム　白馬事 業 所 名
サ ー ビ ス 種 類



特定非営利活動法人

○

○

○

○

○

○

  運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について、報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

  市町村担当者と日頃から連絡を
蜜に取り、事業所の実情やケア
サービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

事業所の力を活かした地域貢献

  代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて、身
体拘束しないケアに取り組んでい
る

市町村との連携
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昼間の玄関ドアーの鍵
掛けは、職員の配慮の
もとに、原則的に行
なっていない

5

市役所職員のホームへ
の訪問が頻繁にあり、
日常的に対話が行われ
ており、その度ごとに
相談し、助言を頂いて
いる

4

6 5

身体拘束をしないケアの実践 身体拘束の弊害を学習を
し、切迫性・非代替性・
一時性の三要件を満たす
かどうかの検討を必ず行
うこととし、 近はベッ
ド柵などでの拘束にあた
る行為は行っていない
また玄関の施錠について
は漫然とした施錠ではな
く、とくに温暖な季節は
常に解放するよう心がけ
ている

介護相談員派遣事業や
認定調査など市介護保
険課職員は頻繁にホー
ムを訪ねられるため日
常的に相談をし、助言
を受けている

4 3

運営推進会議を活かした取り組み 運営推進会議では毎回
ホームの運営状況の報
告をもとに、熱心な質
疑応答が行われ、介護
事故の防止や処遇困難
ケースの紹介を通じ
て、サービス向上にい
かしている

地元の委員から各種の
情報を頂いて活動に利
用している。そして、
地域主催の行事には利
用者も参加させても
らっている

3

市の依頼による認知症
サポーター養成講座へ
のスタッフ派遣を行っ
たり、隣の診療所から
在宅での認知症介護に
ついて、家族の相談に
応じている

職員会議は定例的に
開催し、記録の取り
方を工夫して、後日
の会議、研修の参考
として活かして欲しい

2 2

事業所と地域とのつきあい ホームは地元自治会に法
人として加入し、地区の
諸行事に参加させていた
だいている　　　同じ敷
地内にクリニックがあ
り、来院の地域の方々と
の交流が日常的にある

所在地が、市の南端部
の住宅地域に立地し、
過疎化が進んでいるの
で、対応は検討課題と
している

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として、日常的に
交流している

Ⅰ　　理念に基づく運営

1 1

理念の共有と実践 周辺症状に対してのケアは
もちろん、加齢と共に高ま
る医療ニーズにも十分対応
し、住み慣れた地域・ホー
ムでの生活が少しでも維持
されることを理念の中で
謳っている

　地域密着型サービスとしての意
義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

職員会議等で、経営理
念に基づく介護の指導
を進めている

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や、支
援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

事 業 所 名

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

近畿マネジメント・サポート・センター評 価 機 関 名グループホーム　白馬（両ユニット共通）



○

○

○

○

○

○

○

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員、並びに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や、提案を聞く機会
を設け、それらを反映させている

運営に関する職員意見の反映

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう、職場環境・条件の整備に努
めている

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見人制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活
用できるよう支援している

項        目
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13

職員を育てる取り組み 介護職員が外部研修に行く
機会が少なかったが、昨年
度から法人外の研修に参加
する機会を確保し伝達講習
を行っている、ただ研修は
単発のものが多く、継続し
たステップアップの機会は
設けられていない

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際の力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

毎月定例の職員会議の
席上で、自由な意見交
換をしている

12

就業環境の整備 利用者が重度化すること
で、当初の介護業務より、
身体的な介護が増えてきて
いる。これに伴い入浴設備
や調理器具なども重度化し
た利用者に対応できるよう
に整備し、またスタッフの
有給休暇を取りやすくする
運営を行っている

11 7

職員会議の前に議題・
提案の受付を行い、意
見の集約に努めている

10 6

運営に関する利用者、家族等の
意見の反映

市から派遣されている介護
相談員は毎月２名が２時間
程度訪問され、利用者から
の聴き取りを行っている。
投書箱の設置や、苦情申立
窓口について掲示や文書を
入所時に配布し、寄せられ
た苦情は運営推進会議に報
告をしている

市からの介護相談員が
毎月訪問され、利用者
からの聞き取りと報告
を頂き、運営に役立た
せている

9

契約に関する説明と納得 制度や介護報酬改正のた
び、重要事項説明書などの
変更が生じるため、文書で
の説明はもちろん、電話や
来所での質問・意見を聴き
取る期間を設け、家族の不
安・疑問の解消に努めてい
る

次のステップに向け
て期待したい内容

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

　契約の締結、解約または改定等
の際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

8

権利擁護に関する制度の理解と活用 利用者の中に両制度を利用
されていた方がおられ、
ケースを通じて、制度の趣
旨を職員会議で共有してい
る　　　　　また実際に利
用されている方の処遇につ
いて、面会のたび市社会福
祉協議会や法定後見人の方
と話し合いを持っている

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況

自
己
評
価

外
部
評
価

自 己 評 価

7

虐待防止の徹底 早くから各ユニットに夜勤
者を配し、安全面からもま
たスタッフが精神的に追い
込まれないように、常時複
数の勤務者を配した　また
入浴時や受診時など体に変
調がないか注意している,法
律については職員会議で学
習の機会を設けた



○

○

○

○

○

○
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19

本人と共に過ごし支え合う家族
との関係

入居後も衣服の入れ替
え、外出外泊、面会等
の家族の精神的支援は
必要であるため、役割
を果たしてもらってい
る

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

18

洗濯物を干したり、畳
んだりまた野菜の皮を
剥いたり、食器拭き等
を能力に応じた家事を
分担している

17

初期対応の見極めと支援 「ホーム」ということで
緊急避難的な利用相談も
あるが、要医療状態や認
知症のない身体的介護を
要する方など、グループ
ホームの対象ではない方
の場合、他施設への紹介
を行っている

16

初期に築く家族等との信頼関係 　家庭本人のニーズを
把握しまた家族の面会
や精神的な支援等今後
の関係作りに努めてい
る

15

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

初期に築く本人との信頼関係 　利用希望の相談が
あってから入居までに
面接を行い、本人・家
族からの情報収集を通
して、アセスメントを
行い、入居後のケアに
つなげている

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

14

同業者との交流を通じた向上 計画作成担当者は地域
の事業者との窓口に
なっていて、連携づく
りのため、地域の勉強
会などに参加している

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を支援される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている



○

○

○

○

○

○

24

これまでの暮らしの把握 入居時に生活歴や直前
までの保健福祉医療
サービスの利用状況を
把握している

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

23

思いやり意向の把握 入居前の家族からの聴
き取りや、日頃のやり
とり・行動から利用者
の意向把握に努めてい
る

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

利用者の担当職員が、
各職員からの情報を集
約し、日常の介護に役
立たせている

22 9

関係を断ち切らない取り組み 病状等を理由に退去に
なった後も、介護につ
いて相談に来られる方
もあり、対応している

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

利用者の中で地域の方
が多くなり、ご家族の
訪問も多くなってい
る。来訪時には利用者
の担当職員が要望をお
聞きしたり、報告をし
ている

21

利用者同士の関係の支援 狭いユニットの中では、
必ずしも良好な関係ばか
りではないが、輪に入れ
ない入居者もいる,個々
のできること、できない
ことを見極めた上で役割
を考え関係づくりに努めて
いる

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

20 8

馴染みの人や場との関係継続の
支援

地域密着型となりホーム
近辺からの入所が多く
なった,ご近所や担当さ
れていた民生委員、在宅
時担当されていたケアマ
ネ地域包括の方に対し
て、引き続き面会を通して
支援いただくようお願いを
している

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や、場所との関係が途
切れないよう、支援に努めている

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の、現状の
把握に努めている
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25

暮らしの現状の把握 一日の生活の流れを本
人家族から聴き取って
いる



○

○

○

○

○

○

かかりつけ医の受診診断

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られた、か
かりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

介護職員との協働 　日常業務の中で感じた
状況（排便・発熱・血
圧・不穏・嘔吐・食思
等）は、管理者またはそ
の日のリーダーを通じ
て、協力医療機関の看護
師に昼夜問わず連絡し、
相談できる仕組みを作っ
ている

　介護職員は、日常の関わりの中
で、とらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるよう
支援している
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隣接するクリニックの
医師による診察と各種
の指導を頂いている。
入所前からの医療機関
については、ご家族と
連携を取っている

29

地域資源との協働 　在宅時民生委員や地域
住民などインフォーマル
な支援があって入居され
た方には精神的な支援を
引き続き地域の方にお願
いしている、また本が好
きな方には、市の移動図
書館に出かけ自分が選ん
だ本の貸し出しを受けて
いる

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら、安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

　ホームの定めた協力医療機関
にはかかりつけ医として、毎週
訪問診療を受け、看護師とも日
常の医学的管理の支援を受けて
いる。
入所前からかかっていた精神科
や脳外科神経内科等の専門医へ
は、本人・家族の希望があれば
受診してもらっている

30 11

28

一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　単身者や家族が遠方
の方の場合、市役所・
地域包括支援センター
等公的機関の手続き・
相談、商店への買物も
スタッフが行っている

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスにとらわれない、柔軟
な支援や、サービスの多機能化に
取り組んでいる

26 10

27

個別の記録と実戦への反映 個別記録は詳しい記録
に努めとりわけ睡眠・
排泄・昼夜逆転等夜間
の状況については、１
時間おきの巡回の経過
を書いている

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

利用者一人ひとりの担
当職員によって、日常
の生活の中での症状の
把握を纏めている。そ
れを基にして、ご家族
との連絡、調整をして
いる

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

チームでつくる介護計画とモニ
タリング

各利用者には担当者を
決め、家族との連絡調
整を行っている　　家
族等からの要望・意見
は管理者・計画作成担
当者に伝えられ、介護
計画に反映するように
している

　本人がより良く暮らすための課
題と、ケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイデアを
反映し、現状に即した介護計画を
作成している

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら、実践や介護計画の見直しに活
かしている

自
己
評
価

外 部 評 価

31



○

○

○

○

○

○
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37

利用者の希望の表出や、自己決
定の支援

　自分の思いがなかな
か言葉にならない方に
ついては、その気持ち
を引き出せるように支
援している

36 14

一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　個々の入居者の尊厳に配
慮した対応をしている。特
に申し送りの際、個人名で
の排便・周辺症状の報告
は、入居者に聞こえること
があるため、イニシャルを
使うなど気をつけている
（見守りをしながらの申し
送りとなるため）

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りや、プライバシーを損ねない言
葉かけや、対応をしている

緊急時の避難訓練は利
用者、職員が一緒に
なって実施している。
尚、地域の方々のご協
力について、現状では
課題となっている

利用者に対する言葉遣
いについての配慮は、
日頃、内部研修と職員
同士が注意をし合って
いる

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

35 13

災害対策 　地震・火災時は隣接
している協力医療機関
の駐車場を避難場所と
定め、避難時の搬送の
応援を受けることに
なっている

33

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を、全職員が身に付ける
と共に、地域との協力体制を築い
ている

34

急変や事故発生時の備え 　熱発については対応
を定めている　　その
他は隣接している協力
医療機関で直ちに処置
を受けている

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は、応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行い、
実践力を身に付けている

　隣接している協力医
療機関は、顔なじみの
医師・看護師がおり、
日常的な医学的管理も
受けているので、入院
しても早期に退院し、
元の環境（ホーム）で
生活してもらえるよう
に日常的に相談をして
いる

12

重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　入院施設と隣接し、急性
症状にはある程度対応でき
るものの、診療所であるた
めその機能は限定される。
ホームでの看取りはしてい
ないが、療養病床や介護老
人保健施設など看護職員の
多い施設の方が望ましい場
合、地域の他施設に紹介し
ている。家族には「できる
こと」「できないこと」を
説明している

原則的に、重度化、終
末期については、ご家
族と話しあって、適切
な施設を紹介している

利用者の高齢化に
伴い、重度化、終
末期についての情
報交流と研修を、
職員全員が共有し
ておいて欲しい

32

入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、又、できるだ
け早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを
行っている

外
部
評
価

項        目
実 施 状 況

次のステップに向け
て期待したい内容

実 施 状 況

自
己
評
価

　重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所で出来ることを十分に説明し
ながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

自 己 評 価 外 部 評 価

　日常生活の中で本人が、思いや
希望を表したり、自己決定できる
ように働きかけている



○

○

○

○

○

○

○
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44

便秘の予防と対応 　便秘への対応につい
ては協力医療機関の指
示を受け対応している
水分摂取や緩下剤を用
いている

42

43

排泄の自立支援 　常時おむつ使用にならな
いように、夜間のみとか、
リハパンとパット併用と
か、状況に応じて対応して
いる、また日中は２～３時
間ごとにトイレ誘導をして
いる入居者など、尿意が少
しでもある方には個別に声
かけをしている

口腔内の清潔保持 　毎食後うがい（歯磨
き）を位置づけている
また毎週歯科医・歯科
衛生士による口腔ケア
を受けている

手伝いが出来る方には
一緒にして頂くように
声掛けをしている

41

栄養摂取や水分確保の支援 　体重や血液検査の結果
から医師と相談し、食事
量を見直している入居者
もいる、また循環器疾患
や、水分制限を主治医の
指示により行う場合もあ
る、また嚥下の悪い方に
は、とろみ用食品や栄養
補助食品を併用する

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

40 16

食事を楽しむことのできる支援 　テーブル拭きや配
膳、食器拭きなどは一
部入居者と一緒に行っ
ている。食事は全職員
が毎食一緒に摂ってい
る

一人ひとりの自由を優
先し、ご希望に沿って
楽しんで頂くように支
援している

39

身だしなみやおしゃれの支援 　カットは月１回行っ
ている　「いきつけ」
の美容院に行かれてい
る方もおられる

38 15

　入居・食事・受診以外
の日課は自由であるが、
何がしたいのか、判らな
い利用者もいる。一部の
利用者で、決めずに一人
ひとりの趣味や楽しみご
とを見極めて過ごしても
らうように支援している

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望に沿って支
援している

　その人らしい身だしなみや、お
しゃれが出来るように支援してい
る

　食事が楽しみになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

日々のその人らしい暮らし

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や、本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

　排泄の失敗や、おむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄の
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や、排泄の自立に向け
た支援を行っている

　便秘の原因や、及ぼす影響を理
解し、飲食物の工夫や運動への働
きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる



○

○

○

○

○

○

50

お金の所持や、使うことの支援 被害妄想の強い一部の
入居者がいるため、個
人での金銭管理はして
いない

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり、使えるように支援し
ている

49 18

その日の希望に応じた
対応はできていない
が、月１回は一緒の外
出または外食の機会を
設けている、また外出
は家族付添いがあれば
自由であり、日常的に
買物や墓参りなどに行
かれる方には、服薬・
通院などの調整をしている

　調剤薬局から提供を
受けている薬剤情報を
各利用者のカルテに綴
り、いつでも 新の投
薬内容・用量について
把握している

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や、力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。又、普段は行
けないような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように
支援している

日常の外出可能な区域
は狭いけれども、別途
に外出の機会を増やす
努力をしている

48

役割、楽しみごとの支援 個々の出来ることに応
じた役割を持ってもら
うように努め、食事の
用意・片付け、洗濯、
掃除、またレクレー
ションも本人の状況に
応じて貼り絵・塗り
絵・歌などを準備して
いる

47

服薬支援

45 17

46

安眠や休息の支援 　離床をすすめる一
方、昼食後（足のむく
みがある方も多いの
で）は居室ベッドで横
になってもらっている

　すべての希望に応じ
た入浴は行っていない
が、適宜対応を行なっ
ている

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて、入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で、曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

職員は業務中心になら
ないよう、出来るだけ
利用者の希望に応じる
ように努めている

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

日常的な外出支援

　一人ひとりの生活習慣や、その
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と、
症状の変化の確認に努めている

入浴を楽しむことができる支援

-8-
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55

一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

迷わないような標示に
努めているが、トイレ
の場所などなかなか覚
えてもらえない現状が
ある

居室には各が自由に家
財道具類を持ち込んで
いる

53

54 20

居心地よく過ごせる居室の配慮 私物の持込は自由であ
り、ぬいぐるみや写真
など気に入ったものを
持ち込まれている

共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

十分なスペースがとれ
ていないが、ソファに
思い思い集まって談笑
されている

食堂兼談話室は、高い
天井で、広くて明るい
雰囲気の空間となって
いる。昼食時にはＣＤ
でナツメロが流され
て、若かった昔を楽し
んでいる

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で、思
い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

52 19

居心地のよい共用空間づくり 静かな環境にあり落ち
着いた生活をおくって
もらっている　　また
白内障により明るさに
配慮がいる入居者に対
して眼科医と相談して
対応している

　共用の空間(玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等)は、利用者にとって不快な混
乱を招くような刺激(音、光、
色、広さ、温度など)が無いよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地良く過ごせるよう
な工夫をしている

51

電話や手紙の支援 　要望があれば応じて
いる、遠隔地に家族の
いる入居者は電話の希
望が多いため、取次ぎ
の支援をしている

　家族や大切な人に、本人自らが
電話をしたり、手紙のやりとりが
できるように支援している

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

外
部
評
価

項        目

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや、好みのものを活か
して、本人が居心地良く過ごせる
ような工夫をしている

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつ、できるだけ自立
した生活が送れるように工夫して
いる

自
己
評
価



Ⅴ　　アウトカム項目
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①
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④

①
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①
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①
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③
④
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68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
に、おおむね満足していると思う

ほぼ全ての家族が
○ 家族の2/3くらいが

家族の1/3くらいが
ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスに、おおむ
ね満足していると思う

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている

○ ほぼ全ての職員が
職員の2/3くらいが
職員の1/3くらいが
ほとんどいない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている

大いに増えている
○ 少しづつ増えている

あまり増えていない
全くない

64
通いの場やグループホームに、馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

ほぼ毎日のように
数日に１回程度

○ たまに
ほとんどない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聞いており、信頼
関係ができている

ほぼ全ての利用者と
○ 利用者の2/3くらいと

利用者の1/3くらいと
ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが

○ 利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きと
した表情や姿がみられている

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

58 利用者は一人ひとりのペースで暮らしている

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

○ 毎日ある
数日に１回程度ある
たまにある
ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる

○ ほぼ全ての利用者の
利用者の2/3くらいの
利用者の1/3くらいの
ほとんど掴んでいない


